
(57)【要約】

【課題】レンズカバーの曇りを防止するために、レンズ

カバーや観察光学系を加熱する手段を有するスコープに

おいて、スコープとライトガイドの接続部を簡素化して

繰り返しの着脱、あるいは繰り返しの滅菌を行った際に

、接続部の耐性や照明機能に劣化のない内視鏡を提供す

ること。

【解決手段】内視鏡１００は、先端面から基端まで伸び

る観察光学系１０１と、照明光を術野に伝送する照明光

学系１０２と、この照明光学系１０２に照明光を供給す

るライトガイドケーブル１０９が接続されるＬＧ接続部

１０８と、このＬＧ接続部１０８内のファイバーバンド

ル１０７近傍に設けられ、照明光の光エネルギーを熱に

変換する発熱体１１０と、発熱体１１０で変換された熱

を対物光学系１０４の外周に設けられている枠体１１１

に導く熱伝導部材１１２を有しているので、枠体１１１

の温度が上昇して対物光学系１０４が温められる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 面 か ら 基 端 ま で 伸 び る 観 察 光 学 系 と 、 照 明 光 を 術 野 に 伝 送 す る 照 明 光 学 系 と 、 こ の
照 明 光 学 系 に 照 明 光 を 供 給 す る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る 接 続 部 と を 備 え た 内 視
鏡 に お い て 、
　 前 記 接 続 部 内 に 配 置 さ れ た 照 明 光 学 系 の 近 傍 に 、 照 明 光 の 光 エ ネ ル ギ ー を 熱 に 変 換 す る
発 熱 体 を 設 け 、 こ の 発 熱 体 で 発 生 し た 熱 を 熱 伝 導 部 材 を 介 し て 対 物 光 学 系 の 外 周 を 覆 う 枠
体 に 伝 導 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 通 し た 内 視 鏡 で 観 察 を 行 う と き 、 レ ン ズ カ バ ー 表 面 に 曇 り が 発 生
す る こ と を 防 止 し て 良 好 な 状 態 で 常 時 観 察 の 行 え る 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス コ ー プ に 設 け ら れ て い る レ ン ズ カ バ ー の 曇 り を 防 止 す る た め に 、 レ ン ズ カ バ ー や 観 察
光 学 系 を 加 熱 す る 手 段 を 有 す る ス コ ー プ が 実 開 昭 ５ ６ － ８ １ ７ ０ ２ 号 公 報 や 特 開 昭 ５ ７ －
１ ９ ２ ５ ３ ０ 号 公 報 、 特 開 平 ６ － ２ ７ ７ １ ７ ３ 号 公 報 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 実 開 昭 ５ ６ － ８ １ ７ ０ ２ 号 公 報 に 示 さ れ た ス コ ー プ で は ス コ ー プ 内 部 の 観 察 光 学 系
の 外 周 に 設 け た ヒ ー タ ー に 電 気 な ど の エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る た め に 電 線 な ど の コ ー ド を 接
続 す る 端 子 を ス コ ー プ 外 表 面 か ら 露 出 さ せ て 設 け て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 開 昭 ５ ７ － １ ９ ２ ５ ３ ０ 号 公 報 の ス コ ー プ で は ス コ ー プ 内 部 に 設 け た 熱 伝 導 体
で あ る ヒ ー ト パ イ プ を 加 熱 す る た め に 、 ス コ ー プ に 対 し て 着 脱 可 能 な ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ
ル に 加 熱 体 及 び こ の 加 熱 体 を 発 熱 さ せ る エ ネ ル ギ ー を 光 源 装 置 か ら 供 給 す る 電 線 を 設 け て
い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 特 開 平 ６ － ２ ７ ７ １ ７ ３ 号 公 報 の ス コ ー プ で は ス コ ー プ に 組 み 込 ん だ 照 明 用 の
フ ァ イ バ ー バ ン ド ル の 先 端 面 に 発 熱 体 と な る 鏡 筒 を 組 み 込 む た め の 窪 み を 設 け る 必 要 が あ
っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ６ － ８ １ ７ ０ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ７ － １ ９ ２ ５ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ６ － ２ ７ ７ １ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 実 開 昭 ５ ６ － ８ １ ７ ０ ２ 号 公 報 で は 、 端 子 が 摩 耗 し た り 錆 び て 接 続 不 良
が 生 じ る 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 特 開 昭 ５ ７ － １ ９ ２ ５ ３ ０ 号 公 報 で は 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー
ブ ル が 太 径 に な る と 共 に 、 重 く な っ た り し て 、 接 続 部 が 大 型 化 、 重 量 化 し て 、 ス コ ー プ の
取 り 回 し や 操 作 性 を 悪 く す る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 特 開 平 ６ － ２ ７ ７ １ ７ ３ 号 公
報 で は 、 一 般 に 照 明 の ム ラ や 明 る さ を 減 少 さ せ な い た め に フ ァ イ バ ー バ ン ド ル の 先 端 面 を
均 一 か つ 平 滑 に 研 磨 し な け れ ば な ら な い の で 、 フ ァ イ バ ー バ ン ド ル の 先 端 面 に 窪 み を 設 け
る こ と に よ っ て 均 一 か つ 平 滑 な 研 磨 が で き ず 照 明 状 態 が 悪 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。 加
え て 、 フ ァ イ バ ー バ ン ド ル 先 端 に 固 定 さ れ た 鏡 筒 が 簡 単 に ス コ ー プ 先 端 か ら 外 れ て 、 患 者
の 体 内 に 落 下 す る こ と が な い よ う に す る た め に 、 複 雑 な 固 定 構 造 を ス コ ー プ 先 端 に 設 け な
け れ ば な い な い と い う 組 立 て 上 の 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 レ ン ズ カ バ ー の 曇 り を 防 止 す る た め に
、 レ ン ズ カ バ ー や 観 察 光 学 系 を 加 熱 す る 手 段 を 有 す る ス コ ー プ に お い て 、 大 型 化 、 重 量 化
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し て 、 ス コ ー プ の 取 り 回 し や 操 作 性 を 悪 く な る こ と を 防 止 し 、 か つ 、 ス コ ー プ と ラ イ ト ガ
イ ド の 接 続 部 を 簡 素 化 し て 繰 り 返 し 着 脱 あ る い は 繰 り 返 し 滅 菌 を 行 っ た 際 、 接 続 部 の 耐 性
や 照 明 機 能 に 劣 化 の な い 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と を 目 的 に し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 は 、 先 端 面 か ら 基 端 ま で 伸 び る 観 察 光 学 系 と 、 照 明 光 を 術 野 に 伝 送 す る
照 明 光 学 系 と 、 こ の 照 明 光 学 系 に 照 明 光 を 供 給 す る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル が 接 続 さ れ る 接
続 部 と を 備 え た 内 視 鏡 に お い て 、
　 前 記 接 続 部 内 に 配 置 さ れ た 照 明 光 学 系 の 近 傍 に 、 照 明 光 の 光 エ ネ ル ギ ー を 熱 に 変 換 す る
発 熱 体 を 設 け 、 こ の 発 熱 体 で 発 生 し た 熱 を 熱 伝 導 部 材 を 介 し て 対 物 光 学 系 の 外 周 を 覆 う 枠
体 に 伝 導 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル に よ っ て 供 給 さ れ た 光 エ ネ ル ギ ー は 発 熱 体 に
よ っ て 熱 に 変 換 さ れ る 。 そ の 後 、 こ の 熱 は 、 熱 伝 導 部 材 で 対 物 光 学 系 近 傍 の 枠 体 に 供 給 さ
れ る 。 こ の こ と に よ っ て 、 枠 体 が 発 熱 し 、 こ の と き 発 生 し た 熱 に よ っ て 対 物 光 学 系 が 温 め
ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 レ ン ズ カ バ ー の 曇 り を 防 止 す る た め に 、 レ ン ズ カ バ ー や 観 察 光 学 系 を
加 熱 す る 加 熱 体 を 有 す る 内 視 鏡 に お い て 、 ス コ ー プ と ラ イ ト ガ イ ド の 接 続 部 を 簡 素 化 し て
繰 り 返 し 着 脱 、 あ る い は 繰 り 返 し 滅 菌 を 行 っ た 際 の 接 続 部 の 耐 性 や 照 明 機 能 が 劣 化 の な い
内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。  
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に か か る ス コ ー プ の 一 構 成 例 を 説 明 す る 。  
　 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の ス コ ー プ で あ る 内 視 鏡 １ ０ ０ の 内 部 に は 観 察 光 学
系 １ ０ １ と 照 明 光 学 系 １ ０ ２ と が 並 行 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 観 察 光 学 系 １ ０ １ は 、 ス コ ー プ 先 端 面 １ ０ ３ に 配 置 さ れ て い る 対 物 光 学 系 １ ０ ４ と
、 基 端 側 に 配 置 さ れ て い る 接 眼 光 学 系 １ ０ ５ と 、 こ の 接 眼 光 学 系 １ ０ ５ と 前 記 対 物 光 学 系
１ ０ ４ と を 連 絡 す る 像 伝 達 光 学 系 １ ０ ６ と で 構 成 さ れ て い る 。 一 方 、 前 記 照 明 光 学 系 １ ０
２ は 、 フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ で あ り 、 こ の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ の 先 端 は ス コ ー
プ 先 端 面 に 位 置 し 、 後 端 部 は ス コ ー プ 基 端 部 の 側 周 面 か ら 凸 設 す る Ｌ Ｇ 接 続 部 １ ０ ８ 内 に
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 Ｌ Ｇ 接 続 部 １ ０ ８ に は 光 源 装 置 （ 不 図 示 ） か ら 延 出 し て フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７
を 介 し て 照 明 光 を 伝 送 す る ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ０ ９ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 前 記 Ｌ Ｇ 接 続 部 １ ０ ８ の 内 部 に は 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に 前 記 ラ イ
ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ０ ９ 内 の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ に 対 向 し て 、 前 記 フ ァ イ バ ー バ ン
ド ル １ ０ ７ を 伝 送 さ れ た 照 明 光 の 光 エ ネ ル ギ ー を 熱 に 変 換 す る 発 熱 体 １ １ ０ が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 対 物 光 学 系 １ ０ ４ の 外 周 を 覆 う 枠 体 １ １ １ は 、 熱 伝 導 性 の よ い 部 材 で 形 成 さ
れ て お り 、 こ の 枠 体 が １ １ １ が 対 物 光 学 系 １ ０ ４ に 密 着 し て い る 。  
　 さ ら に 、 前 記 発 熱 体 １ １ ０ と 枠 体 １ １ １ と の 間 に は 前 記 発 熱 体 １ １ ０ で 発 生 し た 熱 を 前
記 枠 体 １ １ １ に 効 率 よ く 伝 導 す る 例 え ば ヒ ー ト パ イ プ や 銅 合 金 な ど 熱 効 率 の よ い 熱 伝 導 部
材 １ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 熱 伝 導 部 材 １ １ ２ は 、 前 記 像 伝 達 光 学 系 １ ０ ６ を 覆 う よ
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う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 し た 内 視 鏡 １ ０ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。  
　 光 源 装 置 か ら ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ０ ９ 内 の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ に よ っ て 導 か
れ た 照 明 光 は 、 Ｌ Ｇ 接 続 部 １ ０ ８ に 配 設 さ れ て い る 内 視 鏡 １ ０ ０ 内 を 挿 通 す る フ ァ イ バ ー
バ ン ド ル １ ０ ７ の 端 面 に 当 た っ て 、 こ の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ 内 を 伝 送 さ れ て ス コ ー
プ 先 端 面 １ ０ ３ よ り 術 野 を 照 明 す る と 共 に 、 発 熱 体 １ １ ０ の 端 面 に 当 た る こ と に よ っ て 。
こ の 発 熱 体 １ １ ０ が 発 熱 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 熱 体 １ １ ０ で 発 生 し た 熱 は 、 熱 伝 導 部 材 １ １ ２ を 介 し て 対 物 光 学 系 １ ０ ４ の 外 周
に 設 け ら れ て い る 枠 体 １ １ １ に 導 か れ て 対 物 光 学 系 １ ０ ４ に 伝 導 さ れ て い く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 新 た な 構 造 の ラ イ ト ケ ー ブ ル や ラ イ ト ガ イ ド 接 続 部 を 設 け る こ と な く 従 来 ど
お り の 構 造 で 、 発 熱 体 及 び 熱 伝 導 部 材 を ス コ ー プ 内 に 配 置 し て い る の で 、 ス コ ー プ 及 び ラ
イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル 、 Ｌ Ｇ 接 続 部 の 構 造 が 従 来 よ り 大 型 化 し た り 、 重 量 化 す る こ と は な い
。 ま た 、 ス コ ー プ に 通 電 す る た め の 端 子 を む き 出 し に 設 け て い な い の で 、 ラ イ ト ガ イ ド ケ
ー ブ ル の 繰 り 返 し の 着 脱 や ス コ ー プ の 繰 り 返 し の 滅 菌 に よ っ て 接 続 部 が 劣 化 す る こ と が な
い 。 さ ら に 、 ス コ ー プ の 先 端 の 構 造 も 従 来 と 同 様 の 構 造 で あ る の で 使 用 中 に 部 品 が 脱 落 し
た り 、 照 明 光 が 減 少 し た り す る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 照 明 光 に よ っ て 発 熱 す る 発 熱 体 を Ｌ Ｇ 接 続 部 に 設 け 、 こ の 発 熱 体 で 発 生 し
た 熱 を 像 伝 達 光 学 系 を 覆 う 熱 伝 導 部 材 を 介 し て 対 物 光 学 系 の 外 周 に 設 け た 枠 体 に 伝 達 す る
こ と に よ っ て 、 枠 体 か ら 対 物 光 学 系 に 熱 が 供 給 さ れ て 曇 り の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ス コ ー プ の 他 の 構 成 例 を 説 明 す る 。  
　 本 実 施 形 態 に お い て は 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 内 視 鏡 １ ２ ０ の Ｌ Ｇ 接 続 部 １ ０ ８
に 照 明 用 の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ の 基 端 部 が 配 設 さ れ る と 共 に 、 照 明 光 の 光 エ ネ ル ギ
ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る 電 気 変 換 素 子 １ ２ ３ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う に ス コ ー プ の 先 端 部 の 対 物 光 学 系 １ ０ ４ の 近 傍 に は 電 気 を
熱 に 変 換 す る 発 熱 体 １ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 発 熱 体 １ ２ ４ は 、 前 記 対 物 光 学 系 １ ０
４ の 外 周 を 覆 い 包 む よ う に 設 け ら れ て お り 、 こ の 発 熱 体 １ ２ ４ と 電 気 変 換 素 子 １ ２ ３ と が
電 線 １ ２ ５ で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 同 図 （ ｂ ） に 示 す よ う に Ｌ Ｇ 接 続 部 １ ０ ８ に ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ０ ９ が 接 続 さ れ る
と 、 こ の ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ０ ９ 内 を 挿 通 し て い る フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ を 伝 送
さ れ た 照 明 光 が 、 ス コ ー プ 内 を 挿 通 す る フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ と 電 気 変 換 素 子 １ ２ ３
と 両 方 に 当 た る よ う に な っ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 図 １ の 内 視 鏡 １ ０ ０ と 同 様 で あ り 、 同
部 材 に は 同 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 の よ う に 構 成 し た 内 視 鏡 １ ２ ０ の 作 用 を 説 明 す る 。  
　 ラ イ ト ガ イ ド ケ ー ブ ル １ ０ ９ 中 の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ に よ っ て 光 源 装 置 か ら 導 か
れ た 照 明 光 は 、 ス コ ー プ の フ ァ イ バ ー バ ン ド ル １ ０ ７ の 端 面 及 び 電 気 変 換 素 子 １ ２ ３ の 端
面 を 照 射 す る 。 照 明 光 が 照 射 さ れ た 電 気 変 換 素 子 １ ２ ３ は 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 に 変 換 し
、 こ の 電 気 を 電 線 １ ２ ５ に よ っ て ス コ ー プ 先 端 に 設 け ら れ て い る 発 熱 体 １ ２ ４ へ 供 給 す る
。 こ の 発 熱 体 １ ２ ４ に 電 気 変 換 素 子 １ ２ ３ か ら の 電 気 が 供 給 さ れ る こ と に よ っ て こ の 発 熱
体 １ ２ ４ が 発 熱 す る 。 こ の 発 熱 体 １ ２ ４ で 発 生 し た 熱 は 、 対 物 光 学 系 １ ０ ４ に 伝 導 さ れ て
、 こ の 対 物 光 学 系 １ ０ ４ が 温 め ら れ る こ と に よ っ て 曇 り の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
そ の 他 の 作 用 は 前 記 実 施 形 態 と 同 様 で あ る
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　 な お 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に か か る ス コ ー プ の 一 構 成 例 を 示 す 説 明 図
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に か か る ス コ ー プ の 他 の 構 成 例 を 示 す 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 　 １ ０ ４ … 対 物 光 学 系
　 　 １ １ ０ … 発 熱 体
　 　 １ １ １ … 枠 体
　 　 １ １ ２ … 熱 伝 導 部 材
　 　 代 理 人 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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